
『　
医
療
を
守
る
③　
』仙

北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.44

　

仙
北
市
医
療
局
（
平
成
23
年
１
月
開

設
）
は
、
別
々
に
運
営
し
て
き
た
市
内

公
的
医
療
機
関
を
お
世
話
し
、
連
携
を

橋
渡
し
す
る
組
織
で
す
。
今
後
は
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
人
事
、
薬
価
経
費
の
削
減

や
医
師
確
保
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
新
組
織
に
魂
を
吹
き
込
む
人
材
、

病
院
事
業
の
管
理
者
と
し
て
、
同
年
４

月
、宮
川
信
医
師
（
長
野
県
飯
田
市
出
身
）

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

着
任
前
に
何
度
も
お
会
い
し
て
い
ま

す
が
、
医
療
に
対
す
る
情
熱
や
患
者
へ

の
思
い
の
強
さ
な
ど
、
仙
北
市
の
病
院

事
業
管
理
者
に
最
適
と
判
断
し
ま
し
た
。

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
元
副
会
長

で
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
７
月
か
ら
角
館
総
合
病

院
に
勤
務
い
た
だ
い
た
常
勤
小
児
科
医

も
、
宮
川
管
理
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
賜

で
す
。
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
病
院
建
築
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、「
人
口
も
少
な
く
、

財
政
力
も
弱
い
仙
北
市
で
、
ど
う
し
て

大
金
が
必
要
な
病
院
事
業
を
行
う
の
か
。

他
の
市
に
高
度
医
療
を
受
け
ら
れ
る
病

院
が
あ
っ
た
ら
、
市
に
病
院
は
い
ら
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
…
。

　

ま
さ
に
そ
の
答
え
が
、
自
治
体
病
院

の
存
在
意
義
と
言
え
ま
す
。

　

総
務
省
が
ま
と
め
た
「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、「
自
治
体
病

院
の
役
割
は
、
端
的
に
言
え
ば
、
地
域

に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な

医
療
の
う
ち
、
採
算
性
の
面
か
ら
民
間

医
療
機
関
に
よ
る
提
供
が
困
難
な
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
簡

単
に
書
き
直
す
と
、「
ど
こ
で
暮
ら
し
て

い
て
も
医
療
は
必
要
で
す
。
で
も
人
口

が
少
な
く
患
者
数
を
確
保
で
き
な
い
地

域
で
、
民
間
医
療
機
関
で
採
算
が
と
れ

な
い
場
合
な
ど
は
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
、
自
治
体
病
院
が
頑
張
り
な
さ

い
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

　

私
は
社
会
が
ど
う
変
化
し
て
も
、
市

と
し
て
市
民
を
守
る
医
療
の
仕
組
み
を

確
立
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　
　
　

《
次
号
に
続
く
》

か
く
の
だ
て
Ｆ
・
Ｃ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
だ
よ
り

　

東
北
６
県
で
毎
週
土
曜
日
の
正

午
か
ら
放
映
さ
れ
て
い
る
情
報
番

組
「
と
う
ほ
く
元
気
で
す
！
Ｔ
Ｖ
」、

“
パ
ン
チ
佐
藤
の
東
北
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
！
”
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
角
館
か
ら

の
生
中
継
が
６
月
30
日
（
土
）
行
わ

れ
ま
し
た
。
照
り
つ
け
る
陽
射
し
の

な
か
、
殿
さ
ま
あ
ゆ
や
地
酒
、
鮎
づ

く
し
の
料
理
、
鮎
に
因
ん
だ
お
菓
子

な
ど
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
撮
影
場
所
を
移
動
す
る

際
に
は
人
力
車
に
乗
っ
て
、
緑
あ
ふ

れ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
下
を
走
る
映

像
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
夏
の
角
館

の
魅
力
を
存
分
に
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
レ
ポ
ー

タ
ー
役
を
務
め
て
い
る
パ
ン
チ
佐
藤

さ
ん
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
タ
レ
ン

ト
さ
ん
で
あ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
も
よ

く
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
軽

妙
で
洒
脱
な
コ
メ
ン
ト
を
連
発
し
て

い
る
テ
レ
ビ
画
面
上
の
印
象
と
は
異

な
り
、
地
元
を
紹
介
す
る
た
め
、
休

憩
時
間
に
は
、
出
演
す
る
エ
キ
ス
ト

ラ
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
話
し
か
け
た

り
、
冗
談
を
言
っ
て
は
笑
顔
を
振
り

ま
い
た
り
と
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
慣
れ

し
て
い
な
い
素
人
の
緊
張
を
さ
り
げ

な
く
解
き
ほ
ぐ
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。

　

番
組
の
中
で
パ
ン
チ
さ
ん
は
角
館

の
印
象
を
、「
大
人
の
観
光
地
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
も
上
手

だ
と
感
じ
ま
し
た
が
、
気
配
り
の
き

い
た
方
だ
と
改
め
て
感
心
す
る
と
と

も
に
、
大
人
の
対
応
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
な
仕
事
の
一
端
を
垣
間
見

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
撮
影
裏
話
的
な
話
題
で
し

た
が
、
今
回
の
番
組
放
映
で
東
北
中

か
ら
本
市
へ
も
っ
と
多
く
の
方
が
訪

問
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

角館フィルムコミッション（仙北市観光課内）
43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

要介護認定の申請をして、「要支援 1・2」「要
介護 1 ～ 5」のいずれかの認定を受けた方は

介護保険のサービスを利用できます。

要介護認定から
介護保険のサービス利用まで

●「要介護 1 ～ 5」と認定を受けた方　 ▲
「施設サービス」を利用したい場合

　　入所を希望する施設に直接申し込むことにな
　　ります。
　　※「要支援 1・2」と判定された方は利用でき
　　ません。
　

▲

「在宅サービス」を利用したい場合
　　①「居宅介護支援事業所」へ連絡して、ケア
　　　プラン（居宅サービス計画）作成を依頼し
　　　ます。
　　※「居宅介護支援事業所」は介護保険事務所
　　ホームページ（URL http://www.oskaigonet.or.jp/）
　　または市・町窓口・介護保険事務所にある一
　　覧表でご確認ください。
　　②担当のケアマネジャーにケアプランを作成
　　　してもらいます。適切な介護サービスを利
　　　用できるように相談しましょう。
　　※サービス提供事業所との連絡・調整はケア
　　マネジャーが行います。
　　③ケアプランにそって「在宅サービス」が始
　　　まります。

介護保険事務所 からのお知らせ

【問合せ】
介護保険事務所  認定審査班　 0187-86-3912
仙北市長寿支援課　 43-2281
仙北市包括支援センター　 43-2283

●「要支援 1・2」と認定を受けた方
　①はじめてサービスを受けられる方は「地域包
　　括支援センター」へ連絡して、介護予防ケア
　　プラン（介護予防サービス計画）作成を依頼
　　します。また、これまで介護サービスを受け
　　ていた方で「要支援 1・2」と認定された方は
　　担当のケアマネジャーに相談してください。
　②担当のケアマネジャーに介護予防ケアプラン
　　を作成してもらいます。適切な介護予防サー
　　ビスを利用できるように相談しましょう。
　※サービス提供事業所との連絡・調整はケアマ
　　ネジャーが行います。
　③介護予防ケアプランにそって「在宅サービス」
　　が始まります

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

が
ん
ば
ろ
う
福
島
！
福
島
の
画
人
　

米よ
ね
く
ら倉 

兌と
お
る

・
廣ひ

ろ
な
が長 

威た
け
ひ
こ彦 

展
　
開
催
中
！

　

現
在
、
角
館
町
平
福
記
念
美
術

館
で
は
、
福
島
出
身
の
画
家
２
人

の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

故 

米
倉
兌
先
生
は
福
島
市
出
身
。

廣
長
威
彦
先
生
は
郡
山
市
在
住
で

現
在
も
精
力
的
に
制
作
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

両
先
生
の
作
品
併
せ
て
約

１
２
０
点
、
常
設
展
示
室
を
除
く

す
べ
て
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て

展
示
し
て
い
ま
す
。
米
倉
先
生
は

墨
彩
で
描
く
福
島
の
伝
統
行
事
、

中
国
の
風
物
、
京
の
風
情
と
い
っ

た
作
品
を
中
心
に
、
廣
長
先
生
は

版
画
、
油
彩
、
水
彩
で
描
く
全
国

各
地
の
家
並
み
や
角
館
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
美
術
館
で
両

先
生
の
味
わ
い
深
い
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
会
期
／
９
月
10
日
（
月
）
ま
で

　
（
会
期
中
無
休
）

▼
時
間
／
９
時
～
17
時

　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

▼
入
館
料
／
仙
北
市
民
は
無
料

▼
問
合
せ
／
平
福
記
念
美
術
館

　

（
54
）
３
８
８
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米倉兌　「うぐいす／京第一輯」墨彩廣長威彦　「待春／会津西街道大内宿」版画
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